
『
今
昔
物
語
集
』
（
巻
二
十
六
）
に
あ
ら
わ
れ
た

宿
報
の
意
識

　
　
　
　
　
　
ｎ

　
　
　
　
　
　
ぐ

　
で
よ
日
物
語
実
亡
八
ド
『
争
庁
こ
の
を
ミ
ト
ハ
に
、
収
め
ぺ
れ
て
い
ろ

説
話
は
、
「
本
朝
付
宿
縁
」
で
あ
り
、
二
十
四
話
（
内
第
六
活
を
矢
く
）
の

宿
報
譚
を
、
収
録
し
て
い
る
。

　
宿
報
と
い
う
の
は
’
過
去
に
行
っ
た
色
々
な
行
為
（
業
）
に
よ
っ
て
、

そ
の
報
い
と
し
て
ご
賃
ら
さ
れ
る
、
現
在
の
結
果
の
こ
と
で
あ
る
。
お
よ

そ
、
こ
の
現
在
の
世
に
、
存
在
す
る
全
て
の
も
の
は
、
突
如
と
し
て
、

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
な
い
。
そ
れ
ら
は
全
て
、
何
等
か
の
、
原

因
が
あ
っ
て
、
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
容
易
に

求
め
う
る
も
の
も
、
あ
る
し
、
又
、
求
め
え
な
い
も
の
も
、
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
う
い
う
見
方
で
、
巻
二
十
六
を
、
見
て
い
く
と
、
何
活
か
、

疑
問
に
思
う
よ
う
な
説
話
に
、
行
き
あ
う
。
例
え
ば
「
能
登
国
堀
鉄
者
、

行
佐
渡
国
堀
金
語
」
と
題
す
る
、
第
ナ
五
話
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

安
　
　
東

大
　
　
隆

ｔ
ｇ
ｆ
能
登
ノ
国
ニ
ハ
鉱
石
聯
ト
云
ナ
ル
物
ヲ
取
テ
ヽ
国
ノ
司
ニ
　
　
７

弁
ズ
ル
事
ヲ
ナ
ム
ス
ナ
ル
ー

其
ロ
ト
云
ケ
ル
守
作
任
ニ
、
其
鉄
取
ル
者
六
人
有
ケ
ル
ガ
、
長
也
ケ

ル
者
ノ
、
己
等
ガ
ド
チ
物
語
ヽ
ｙ
ケ
ル
次
ニ
、
「
佐
渡
ノ
国
ニ
。
″
合

ノ
花
氷
タ
ル
所
ハ
有
シ
カ
」
卜
云
ケ
ル
ヲ
　
守
、
自
然
ラ
伝
へ
間
テ

彼
ノ
長
ヲ
呼
寄
テ
、
物
ナ
ド
取
セ
テ
問
ケ
。
バ
、
長
づ
匹
ク
、
「
佐

渡
四
国
ニ
ハ
、
合
ノ
候
マ
ニ
ヤ
、
合
作
候
ナ
メ
リ
ト
見
テ
給
ヘ
シ
所

ノ
候
シ
ヲ
、
求
し
次
デ
ニ
、
己
ガ
ド
チ
申
シ
候
シ
ヲ
、
間
食
タ
ル
ニ

コ
ソ
候
ナ
。
」
ト
。
守
、
「
然
ラ
バ
、
其
然
見
エ
ケ
ム
可
行
二
取
テ

米
ナ
ム
ヤ
」
ト
イ
ヘ
バ
、
長
、
「
遺
サ
バ
罷
ナ
ム
」
卜
云
。
守
、

「
何
物
カ
可
入
」
ト
問
ヘ
バ
、
長
、
「
人
ヲ
バ
給
ハ
リ
候
ハ
ジ
。
只
小



船
一
ッ
・
校
少
ト
給
ハ
リ
テ
ヽ
罷
渡
テ
ヽ
若
カ
ト
試
候
ハ
ム
」
ト
イ

ヘ
バ
、
只
彼
が
云
二
随
テ
、
人
ニ
モ
不
知
セ
ど
ア
、
船
一
ト
可
食
物

少
シ
ト
ヲ
、
取
セ
ッ
。
長
、
具
ラ
得
テ
、
佐
渡
ノ
国
二
渡
ニ
ケ
リ
。

其
後
、
廿
日
余
り
一
月
評
有
テ
、
守
、
打
忘
。
タ
ル
柊
二
、
彼
長
、

急
卜
出
来
テ
、
守
ノ
現
ハ
ニ
居
タ
言
所
二
見
エ
タ
リ
ケ
ド
ハ
、
守
、
‘

心
得
テ
、
人
伝
ニ
ハ
不
間
、
づ
ア
、
離
タ
ル
所
二
自
ラ
出
会
タ
リ
ケ
。

バ
、
長
、
黒
バ
ミ
タ
ル
ロ
ュ
裏
タ
ル
物
ヲ
、
守
ノ
袖
ノ
上
二
打
置
タ

レ
バ
、
守
、
重
気
二
提
テ
人
ニ
ケ
リ
。

其
後
、
此
長
、
何
チ
ト
モ
七
テ
、
俄
二
失
ニ
ケ
リ
。
守
、
人
ヲ
分
テ
、

東
西
二
尋
サ
セ
ケ
ド
勺
遂
二
行
方
ヲ
不
知
テ
止
ニ
ケ
リ
。
何
カ
ニ

思
テ
失
タ
リ
ト
云
事
ヲ
不
知
。
按
分
ノ
有
所
尋
ネ
問
ヤ
為
ル
ト
思
ケ

ル
ニ
ヤ
ト
ゾ
疑
ヒ
ケ
リ
。

具
合
千
両
有
ケ
リ
ト
ソ
語
り
伝
ヘ
タ
ル
。
然
ソ
ハ
、
「
佐
渡
ノ
国
二

合
ハ
堀
ブ
ブ
ト
、
能
登
匹
国
ノ
人
云
ヶ
ル
也
。
具
長
ノ
後
ニ
モ
必

堀
ケ
ム
カ
シ
。
達
二
不
間
エ
テ
止
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト

首
　
（

4
4
5
Ｐ
ム
Ｐ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
‐
ｊ
ｄ

　
こ
こ
に
示
し
た
の
が
、
そ
の
全
文
で
あ
る
。
鉄
据
る
者
の
長
の
、
佐

渡
国
に
金
が
産
出
す
る
と
い
う
話
を
、
能
登
守
が
、
つ
た
え
聞
い
て
、

そ
の
長
を
、
佐
渡
に
つ
か
わ
し
、
金
を
撰
ら
せ
る
。
二
、
三
十
日
た
っ

て
、
守
が
そ
の
事
を
、
忘
れ
た
頃
に
、
房
っ
て
き
て
、
金
ｎ
一
両
を
与
え
、

そ
の
後
行
方
不
明
に
、
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
話
の
結
語
が
。

　
然
。
バ
、
「
佐
渡
ノ
国
二
金
言
竺
ヘ
シ
」
ト
、
能
な
″
入
云
ケ
ル
嵐
。

　
其
長
ノ
後
ニ
モ
必
で
堀
ケ
ム
カ
シ
。
遂
寸
不
間
エ
デ
止
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム

　
吾
り
云
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
ｏ

と
、
佐
渡
の
金
山
の
話
と
し
て
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
（
五
十
四
）
に
、
同
じ
話
（
佐
渡
国
に
有
余
事
）
が
あ
り
、

そ
の
結
語
は
、

　
か
か
れ
ば
、
佐
渡
国
に
は
金
あ
り
け
る
よ
し
と
、
能
登
国
の
者
ど
も

　
か
た
り
け
る
と
ぞ
。
（
1
5
5
Ｐ
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
同
様
に
こ
の
話
が
、
佐
渡
の
金
に
関
し

て
の
、
説
話
で
あ
る
こ
と
が
、
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
読
し
た
限
り
で
は
、
こ
の
説
話
が
、
宿
報
譚
と
し

て
、
収
め
ら
れ
て
い
る
意
図
を
、
は
か
り
か
ね
る
。
で
は
、
『
今
昔
』
の

編
者
（
作
者
）
は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
、
ど
の
点
に
、
宿
報
を
、
感
じ
て

い
た
の
で
、
あ
ろ
う
か
。
又
、
宿
報
と
い
う
も
の
を
、
ど
う
把
握
し
て

い
た
の
で
、
あ
ろ
う
か
。
巻
二
十
六
に
、
収
録
さ
れ
て
い
る
説
話
を
、

検
討
し
つ
つ
、
以
下
、
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
幻

　
　
　
　
　
　
ぐ

　
さ
て
、
先
の
疑
問
に
、
答
え
る
為
に
、
『
今
昔
』
中
の
、
各
そ
の
説

話
を
、
検
討
し
て
い
く
と
、
巻
二
十
六
中
の
何
話
か
は
、
他
の
説
話
集

と
、
同
源
と
思
わ
れ
る
類
似
の
話
を
、
の
せ
て
い
る
こ
と
に
、
気
ず
く
。

ま
ず
、
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
、
比
較
し
て
、
『
今
昔
』
の
編
者
の
姿
勢

盲
言
ご
を
、
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
。

　
ｏ
第
一
話
　
於
但
馬
国
費
、
鳥
取
若
子
語
第
一

８

－



　
但
馬
国
、
七
美
郡
、
山
川
郷
に
す
む
者
が
あ
り
、
枕
の
家
の
若
分
を
、

鷲
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
、
ト
今
年
の
後
、
そ
の
苔
乙
Ｊ
の

父
が
、
用
事
が
あ
っ
て
、
丹
後
国
加
茂
郡
に
行
っ
た
。
そ
の
析
、
年
ト

二
・
三
の
女
子
が
、
井
の
傍
で
、
他
の
子
供
達
に
「
已
ハ
符
づ
徽
ヒ
残

シ
ソ
カ
シ
」
と
、
の
ヽ
し
ら
れ
て
い
る
の
に
、
出
ハ
‥
っ
た
。
そ
の
家
の

主
に
、
悪
口
の
理
由
を
聞
き
、
そ
の
女
ｆ
が
、
自
分
が
先
年
、
鷲
に
奪

わ
れ
た
子
供
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
＆
‥
ぶ
。

　
以
上
が
、
こ
の
第
一
語
の
、
大
ま
か
な
筋
で
あ
る
。

こ
の
説
話
は
、
『
日
本
堂
異
記
』
（
Ｌ
Ｌ
九
）
に
怯
き
、
構
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
又
、
『
扶
桑
略
記
≒
木
彫
』
に
も

類
語
を
の
せ
る
。
そ
れ
ら
を
、

比
較
し
て
み
る
と
、
内
容
は
大
筋
に
お
い
て
、
変
り
な
い
も
の
こ
そ

の
結
語
に
、
違
い
が
、
み
と
め
ら
れ
る
。

　
『
今
昔
』

実
二
此
。
難
有
り
奇
異
キ
事
也
カ
シ
ｏ
　
鷲
八
郎
チ
瞰
ヒ
失
フ
ペ
キ
ニ
、

生
乍
ラ
榛
二
落
シ
ケ
ム
、
希
有
作
事
也
。
此
。
モ
前
生
ノ
宿
報
ニ
Ｊ

″
ハ
有
。
ざ
父
子
よ
栢
世
ハ
此
ク
ナ
ム
有
ケ
ル
ト
語
り
伝
ヘ
タ
ル

ト
ヤ
ｏ

　
『
霊
異
記
』

誠
に
知
る
、
天
哀
み
て
資
く
る
所
、
父
子
の
深
き
縁
な
る
こ
と
を
。

こ
れ
奇
異
し
き
事
な
り
噛
゛
8
3
Ｐ
）

　
『
扶
桑
略
記
』

　
誠
奇
異
矢
が

　
　
『
水
鏡
』

　
入
の
命
の
か
ぎ
り
あ
る
事
は
、
あ
さ
ま
し
く
侍
る
事
な
牡
。
（
5
7
Ｐ
）

　
　
『
今
昔
』
の
原
拠
と
、
認
め
ら
れ
る
、
『
霊
異
記
』
の
こ
の
説
話
は
、

父
子
の
縁
の
深
さ
を
、
強
調
し
て
お
り
、
「
仏
法
と
の
交
渉
は
極
め

て
勘
な
ぺ
」
も
の
で
あ
る
・
’
扶
桑
略
記
』
も
’
霊
異
記
』
と
同
種
の

理
解
を
、
し
め
し
て
い
る
。

　
『
水
鏡
』
は
、
こ
の
事
件
を
、
「
人
の
命
の
限
り
あ
る
事
」
を
示
し
た
と
、

と
ら
え
、
「
あ
さ
ま
し
く
侍
る
」
と
、
感
想
を
さ
し
は
さ
ん
で
い
る
。
こ

れ
ら
に
対
し
て
、
『
今
昔
』
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
を
、
有
り
難
く
奇

異
な
事
で
あ
り
、
希
有
な
事
で
あ
る
と
、
認
識
し
た
上
で
、
単
に
、
奇

異
譚
と
し
て
、
お
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
そ
の
奇
異
譚
の
背
　
　
９

後
に
、
仏
数
的
宿
世
観
（
前
世
の
宿
報
、
父
子
の
宿
世
）
を
、
お
い
て
い

る
。
こ
の
説
話
に
、
と
り
扱
わ
れ
て
い
る
事
件
は
、
一
見
奇
異
な
話
で

あ
る
が
、
よ
く
見
る
と
、
決
し
て
、
偶
発
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
う

な
る
は
ず
の
、
前
世
の
因
縁
に
、
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
、
解
釈
し

て
い
る
。

　
　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
事
に
よ
っ
て
、
考
え
る
と
、
同
じ
内
容
の
説
話
で
、

’
あ
り
な
が
ら
、
単
に
奇
異
譚
と
し
て
、
と
ら
え
る
か
、
宿
報
譚
と
し
て
、

　
と
ら
え
る
か
の
違
い
が
、
結
語
の
中
に
、
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
わ

　
か
る
。
即
ち
、
結
語
の
書
き
方
に
、
よ
っ
て
、
そ
の
理
解
が
、
き
ま
っ

　
て
く
る
と
、
い
う
こ
と
で
あ
る
。



　
次
に
、
七
話
の
例
を
、
み
よ
う
。

ｏ
美
作
匹
国
ノ
神
、
依
猟
師
謀
止
生
粋
譜
第
七

　
美
作
国
に
、
猿
と
蛇
と
を
御
神
体
と
す
る
、
中
参
・
高
野
と
い
う
二

神
が
、
あ
っ
た
。
そ
の
国
で
は
、
毎
年
生
粋
を
、
さ
し
出
し
て
い
た
。

十
六
・
七
の
「
形
清
気
ナ
ル
」
娘
を
、
持
っ
て
い
る
人
が
あ
り
、
生
替
に
、

指
名
さ
れ
て
し
ま
う
ご
丁
度
そ
の
叫
何
か
の
用
事
で
ヽ
東
の
方
か
し

犬
山
（
多
数
の
犬
を
飼
い
な
ら
し
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
狩
猟
を
す
る
）
を
、

し
て
い
る
男
が
、
や
っ
て
米
て
、
こ
の
話
を
聞
き
、
娘
と
夫
婦
に
な
る

こ
と
を
条
件
に
、
身
代
り
を
、
か
っ
て
出
る
。
男
は
、
ひ
そ
か
に
猿
を

捕
え
て
、
犬
に
、
猿
を
襲
わ
せ
る
練
習
を
し
て
、
そ
の
日
に
、
備
え
る
。

そ
の
日
に
な
り
、
新
し
い
長
櫃
に
、
犬
二
匹
を
つ
れ
、
刀
を
持
っ
て
は

い
り
、
社
に
遣
わ
さ
れ
る
。
瑞
簸
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
男
は
、
長
櫃
に

す
こ
し
穴
を
あ
け
て
、
様
子
を
う
か
ー
い
、
猿
が
、
長
櫃
を
開
く
と
同

時
に
、
お
ど
り
出
て
、
退
治
す
る
。

　
以
上
が
、
第
七
話
の
粗
筋
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
『
宇
治
拾
遺
物

語
』
二
Ｉ
九
Ｌ
吾
妻
人
生
粋
を
と
ｓ
Ｊ
９
事
）
と
、
類
似
し
て
い
る
。

両
者
を
、
比
較
す
る
と
、
内
容
に
お
い
て
は
、
殆
ん
ど
違
い
が
な
い
も

の
こ
末
尾
の
部
分
が
、
い
さ
ヽ
か
異
な
る
。

　
『
今
昔
』

　
男
ハ
家
二
返
テ
、
其
女
ト
永
ク
夫
妻
ト
シ
テ
有
ケ
リ
。
父
母
ハ
智
ヨ

　
喜
ブ
事
走
限
。
亦
、
其
家
于
露
恐
ル
、
事
走
り
ケ
。
。
‐
１
月
面
子
ｊ

　
－
九
。
ｙ
。
、
平

　
カ
也
ケ
リ
ト
十
ム
語
り
伝
ヘ
タ
、
ト
ヤ
。
（
3
0
Ｐ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
ｔ

　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

さ
て
そ
の
男
、
家
に
か
へ
り
て
、
い
み
じ
う
男
女
あ
ひ
思
ひ
て
、
年

ご
ろ
の
妻
夫
に
な
り
て
、
す
ぐ
し
け
り
。
男
は
も
と
よ
り
故
あ
り
け

る
人
の
末
な
り
け
れ
ば
、
口
惜
し
か
ら
ぬ
さ
ま
に
て
侍
り
け
り
。
其

後
は
、
そ
の
国
に
、
猪
、
鹿
を
な
ん
生
賛
に
し
侍
け
る
と
ぞ
。
（
2
7
5
Ｐ
）

　
『
今
昔
』
の
、
傍
綿
を
施
し
た
部
七
、
「
其
モ
前
生
″
果
″
報
ニ
ョ

。
ハ
有
ケ
″
」
加
工
両
者
の
違
い
を
、
端
的
に
、
物
語
っ
て
い
る
。
即

ち
、
そ
の
事
件
の
後
、
夫
婦
と
し
て
、
末
永
く
過
し
た
と
い
う
、
後
日

譚
の
部
分
と
、
生
替
に
関
す
る
部
分
と
の
間
に
、
『
今
昔
』
は
、
そ
の
事

件
に
関
す
る
、
宿
報
的
解
釈
の
一
文
を
、
挿
入
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
説
話
を
、
宿
報
譚
と
し
て
、
と
り
あ
つ
か
お
う
と
す

る
、
『
今
昔
』
適
者
の
意
図
が
、
感
じ
ら
れ
る
。

　
も
う
一
例
、
第
九
話
を
、
み
よ
う
。

ｏ
加
賀
国
浄
蛇
娯
肩
行
人
、
助
蛇
比
肩
譜
第
九

　
こ
の
説
話
は
、
加
賀
国
に
す
む
、
下
衆
七
人
が
、
に
わ
か
に
吹
い
て

来
た
、
荒
き
風
（
大
蛇
の
お
こ
し
た
風
）
に
よ
っ
て
、
大
き
な
島
に
、
漂

着
す
る
。
や
が
て
、
二
十
才
あ
ま
り
の
、
「
清
気
ナ
ル
」
男
加
、
あ
ら
わ

れ
て
、
様
々
に
、
饗
応
し
た
。
そ
の
後
で
、
そ
の
男
は
、
下
衆
に
、
沖

の
島
か
ら
、
そ
の
島
の
生
か
、
明
日
せ
め
て
く
る
事
、
そ
の
撃
退
の
助

勢
を
、
し
て
も
ら
い
た
い
事
、
自
分
も
、
そ
の
島
の
主
も
、
入
間
で
な

い
嘔
等
を
、
告
げ
て
去
る
。
下
衆
は
明
日
に
備
え
て
、
準
備
を
し
待
つ

と
、
沖
か
ら
娯
が
、
攻
め
て
来
、
こ
ち
ら
で
は
蛇
加
そ
れ
に
、
相
対
す

る
、
下
衆
は
、
前
・
討
の
通
り
、
蛇
に
加
勢
を
し
て
、
娯
を
殺
し
て
し
ま
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－



う
。
蛇
の
す
ゝ
め
で
七
八
は
、
ぃ
今
Ｌ
と
叱
ハ
に
、
そ
の
島
に
移
住
し
て
、

繁
栄
し
て
い
っ
た
。
と
い
う
内
宮
で
あ
る
、
ゝ
一
の
説
話
の
、
結
語
は
、

　
此
ヲ
思
ヨ
ニ
、
前
生
″
機
縁
有
子
Ｊ
づ
ハ
、
甘
ハ
じ
入
ノ
れ
玖
、
片
岨

　
言
付
注
其
孫
十
今
柱
ハ
鴫
有
ラ
ム
。
極
テ
楽
シ
言
彫
寸
工
匹
有
４
‐
作
ト

　
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
（
　
Ｐ
）

　
こ
の
説
話
と
、
同
聖
の
説
話
は
、
『
捜
神
後
記
』
に
、
さ
か
の
は
る
か
、

そ
の
説
話
を
、
原
拠
と
す
る
と
、
思
わ
れ
る
も
の
が
、
同
じ
『
今
昔
』
の

巻
十
の
三
十
八
話
に
あ
る
。
こ
の
話
は
、
猟
師
が
、
赤
龍
と
青
龍
と
の
、

瞰
み
合
い
戦
う
の
を
見
て
、
青
龍
に
味
方
し
、
赤
龍
を
射
る
。
そ
の
後
、

青
龍
が
、
海
中
よ
り
、
宝
珠
を
持
参
し
て
、
猟
師
に
ソ
え
る
。
そ
の
後

猟
師
の
家
は
、
豊
。
か
に
な
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
内
含
で
あ
る
’
。
こ
の

場
合
の
、
結
語
は
、

　
其
ノ
後
ヽ
諸
ノ
財
心
二
任
セ
テ
出
米
テ
乏
キ
事
于
ツ
ご
然
レ
バ
ヽ
家

　
豊
二
成
テ
、
財
宝
二
飽
キ
満
ヌ
。
此
レ
、
奇
異
ノ
事
也
ト
ナ
ム
語
り

　
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
（
3
3
8
Ｐ
゛

と
あ
る
・
結
語
よ
り
み
る
と
、
こ
の
説
話
を
、
奇
異
譚
と
し
て
、
理
解

し
ょ
う
と
す
る
意
図
が
、
明
ら
か
で
あ
る
。
同
型
の
説
話
で
、
同
じ

『
今
昔
』
の
中
に
、
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
こ
　
一
方
は
、
奇
異
譚
と
し

て
、
一
方
は
、
宿
報
譚
と
し
て
、
扱
か
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
両
者
を
お

け
る
も
の
は
、
結
語
の
姿
勢
で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
、
本
末
は
、
宿
報

譚
で
は
、
な
い
の
だ
が
、
（
宿
報
譚
以
外
の
理
解
の
仕
方
も
で
き
る
の
だ

が
）
こ
ゝ
で
は
（
巻
ニ
ト
六
）
、
宿
報
譚
と
い
う
風
に
、
理
解
し
よ
う
と

い
う
意
志
が
、
働
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
巾

　
　
　
　
　
　
ぐ

　
先
に
述
べ
た
、
『
今
昔
』
の
巻
一
一
十
六
の
説
話
は
、
結
語
に
よ
っ
て
、

宿
報
譚
と
し
て
の
、
位
置
ず
け
が
、
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
よ

う
な
説
話
を
、
検
訂
す
る
ヽ
一
と
に
よ
っ
て
、
更
に
、
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
、
で
き
よ
う
。

０
陸
奥
国
府
宦
大
夫
介
．
Ｌ
譜
第
五

　
こ
の
説
話
は
、
か
な
り
の
長
編
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
、
ご
く
簡

単
に
、
の
べ
て
お
く
。

　
陸
奥
国
に
、
勢
力
あ
る
兄
弟
が
い
た
。
兄
弟
共
に
、
子
供
が
、
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
兄
の
万
に
、
妻
が
四
十
過
ぎ
の
頃
、
思
い
が
け
ず

に
、
男
の
子
が
生
れ
た
。
ま
も
な
く
、
妻
は
世
を
去
り
、
兄
は
、
再
婚

も
せ
ず
に
、
そ
の
子
を
育
て
ゝ
い
た
が
、
子
供
が
、
十
一
・
二
才
の
時

に
、
女
の
子
の
あ
る
女
と
、
再
婚
し
た
。
そ
の
女
は
、
は
じ
め
、
種
々

世
話
を
、
や
い
た
が
、
そ
の
う
ち
、
郎
等
を
て
な
ず
け
て
、
そ
の
男
の

子
を
、
殺
そ
う
と
す
る
。
郎
等
は
、
男
の
子
を
山
の
中
に
連
れ
出
し
、

穴
を
掘
り
、
生
き
う
め
に
し
て
し
ま
う
。
一
方
、
弟
の
方
は
、
兄
の
子

に
合
い
た
く
て
、
兄
の
家
に
来
る
途
中
、
う
さ
ぎ
を
追
い
か
け
、
山
の

中
に
は
い
っ
て
、
土
の
中
で
、
苦
し
み
う
め
い
て
い
る
声
を
聞
き
、
そ

の
子
を
、
掘
り
出
し
て
助
け
る
。
そ
の
後
、
兄
に
話
し
て
、
継
母
を
、

追
放
し
て
し
ま
う
。

　
さ
て
、
こ
の
説
話
の
、
終
り
の
部
分
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
此
ヲ
聞
及
ブ
者
ハ
、
此
継
母
ヲ
ゾ
惰
キ
、
入
京
ニ
モ
不
寄
ケ
。
バ
、

11



　
母
モ
娘
モ
奇
異
気
ニ
テ
ソ
迷
ヒ
行
ケ
ル
。
彼
児
埋
作
男
ヲ
バ
頭
取
ナ

　
ム
、
妻
ヲ
バ
ロ
割
カ
ム
ト
シ
ケ
。
ド
モ
、
此
弟
、
「
児
ノ
為
二
由
七

　
事
也
」
ト
テ
制
シ
テ
、
只
追
セ
テ
ケ
リ
。
此
児
理
ケ
ル
穴
ニ
、
男
ノ

　
迷
テ
菜
・
草
　
縛
ラ
入
ケ
ル
ニ
、
此
児
″
可
生
報
テ
有
ケ
ド
勺
児

　
ニ
ハ
寄
モ
不
付
得
シ
テ
、
穴
二
塞
ガ
リ
テ
、
週
間
四
有
テ
息
ノ
通
ぶ

　
生
タ
リ
ケ
ル
也
。
此
モ
前
世
ノ
報
也
。

　
其
児
ハ
長
二
成
テ
元
服
シ
ブ
、
祖
・
伯
父
失
ニ
ケ
ド
ハ
、
其
二
人
が

　
財
ヲ
併
テ
伝
ヘ
テ
、
此
モ
大
夫
作
介
ト
テ
、
事
匹
外
二
勢
徳
有
者
ニ

　
テ
ソ
有
ケ
ル
。

　
其
大
夫
″
介
ヲ
見
タ
リ
ケ
ル
人
作
間
テ
語
シ
也
。

　
此
ヲ
思
フ
ニ
、
継
母
が
心
極
テ
愚
也
　
我
子
ノ
如
ク
思
テ
養
立
タ
ラ

　
ア
ｙ
カ
で
不
迷
シ
テ
孝
養
モ
士
ア
ブ
づ
然
し
ハ
、
現
…
凹
・
後
生
、

　
心
柄
徒
二
成
タ
ル
者
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
（
ハ
ー
～

4
2
7
Ｐ
）

　
こ
れ
を
見
る
と
、
追
放
し
た
（
只
追
セ
テ
ケ
リ
）
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
継
母
の
、
策
略
に
関
す
る
一
件
は
、
結
石
し
た
形
に
、
な
っ
て

い
る
。
そ
の
危
い
と
こ
ろ
を
助
か
っ
た
子
が
、
そ
の
後
、
ど
う
い
う
風

に
、
な
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
、
後
日
譚
に
あ
た
る
部
分
が
、
「
其
児
ハ

長
二
成
テ
…
…
…
有
ケ
ル
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
見
て
行
く
と
、
「
此

児
煙
ケ
ル
穴
ニ
…
…
…
此
モ
前
世
ノ
報
也
」
と
、
あ
る
部
分
と
、
「
此
ラ
思

フ
ニ
…
…
…
匹
ｍ
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
」
と
い
う
部
分
が
、
残
る
。
「
此
。

ヲ
思
ヨ
ニ
」
以
下
は
、
『
今
昔
』
の
、
他
の
多
く
の
説
話
の
例
か
ら
、
見

て
も
、
結
語
の
発
語
で
あ
り
、
継
母
の
八
隅
へ
の
、
灯
心
の
悪
さ
を
、

指
摘
し
て
い
る
。
さ
て
、
前
各
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
子
供
が
、
穴

に
理
め
ら
れ
た
に
も
、
か
ヽ
わ
ら
ず
、
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
こ
と
を
、

前
世
の
宿
報
に
よ
る
と
、
理
解
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
説
話

の
、
宿
報
譚
と
し
て
の
所
以
を
、
物
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前

述
し
た
文
章
の
流
れ
Ｉ
－
－
話
の
結
末
と
後
日
譚
、
更
に
そ
れ
に
伴
う
結

語
－
と
い
う
視
点
に
、
立
っ
て
み
る
と
、
宿
報
を
の
べ
た
部
分
が
、

こ
ヽ
に
あ
る
こ
と
は
、
若
干
唐
突
な
感
じ
が
す
る
。
こ
れ
は
多
分
、

『
今
昔
』
の
編
者
の
、
こ
の
説
話
に
対
す
る
、
理
解
を
示
し
、
そ
の
収
録

の
意
図
を
、
明
ら
か
に
す
る
為
に
、
挿
入
句
の
よ
う
な
形
で
、
説
明
し

た
も
の
と
、
考
え
ら
れ
よ
う
。

ｏ
付
陸
奥
守
入
、
見
付
余
得
冨
語
第
十
四

　
陸
奥
守
に
、
厩
の
別
当
に
す
る
か
の
よ
う
に
、
重
用
さ
れ
て
い
た
男

が
、
い
た
。
周
り
の
人
々
も
、
そ
の
男
を
、
陸
奥
守
の
腹
心
と
思
っ
て
、

一
目
お
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
京
か
ら
陸
奥
国
に
、
帰
任
す
る
途
中
、

白
河
関
に
着
い
た
時
に
、
呼
び
入
れ
ら
れ
ず
に
、
締
め
出
さ
れ
て
し
ま

う
。
従
者
か
ら
も
、
非
難
さ
れ
、
小
川
の
辺
で
、
鞭
で
砂
を
、
か
き
ま

わ
し
て
い
て
、
偶
然
に
、
余
の
は
い
っ
た
壷
を
、
発
見
し
、
旧
知
の
越

後
守
の
所
へ
、
持
っ
て
行
っ
た
。
越
後
守
は
、
仏
像
を
造
る
為
に
、
余

を
欲
し
が
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
金
百
両
を
与
え
、
優
遇
さ
れ
た
。
後
、

男
は
、
京
に
の
ぼ
り
、
内
舎
人
に
な
り
で
更
に
、
不
破
の
関
守
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
陸
叫
守
の
、
中
上
り
の
時
に
、
関
を
通
さ
ず
に
、
復
讐

し
た
。
そ
の
結
語
が
。

　
然
し
ご
八
八
為
ニ
ハ
強
二
不
悪
ｙ
ジ
キ
者
也
。
亦
、
仏
神
″
加
護

　
ヤ
有
ケ
ム
、
不
忠
懸
、
合
作
見
付
テ
、
豊
二
成
テ
ソ
有
ケ
ル
。
其
モ
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前
々
″
福
報
二
依
。
。
ハ
有
ラ
″
ト
＋
ム
語
り
伝
ヘ
タ
作
ト
ヤ
。
・
（
4
5
5
Ｐ
）

で
あ
る
。
こ
の
説
話
の
大
筋
－
陸
肘
守
に
、
冷
遇
さ
れ
た
男
が
、
黄

金
を
得
て
、
好
機
を
つ
か
み
、
仕
返
し
を
す
る
と
い
う
、
復
讐
‥
譚

か
ら
す
る
と
、
「
然
。
バ
、
人
ノ
為
二
こ
強
二
不
悪
ｙ
ジ
キ
者
也
」
と

い
う
結
語
に
、
む
す
び
つ
く
。
と
こ
ろ
が
、
「
人
に
関
し
て
㈲
…
し
み
を
持

つ
な
」
い
う
部
分
と
、
前
世
の
囚
縁
に
よ
っ
て
、
黄
金
を
得
た
と
い
う

部
分
が
、
う
ま
く
、
続
か
な
い
。
思
う
に
、
「
然
。
バ
、
入
″
為
ニ
ハ
、

強
二
不
惑
マ
ジ
キ
者
也
」
ま
で
で
、
こ
の
説
話
の
、
結
語
と
し
て
は
、

十
分
そ
の
価
値
を
、
は
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
説

話
を
、
宿
報
譚
と
し
て
、
収
録
し
た
こ
と
の
意
味
が
、
は
っ
き
り
し
な

い
・
そ
こ
で
、
「
仏
神
ノ
加
護
ヤ

た
も
の
で
は
、
な
い
で
あ
ろ
う

勺⑨有

ケ
ム
Ｇ

」
の
部
分
を
、
付
加
し

　
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
末
は
、
必
ず
し

も
、
宿
帳
を
語
る
目
的
の
説
話
と
は
ブ
考
え
に
く
い
も
の
も
、
粘
語
に

よ
っ
て
、
宿
報
譚
と
し
て
の
、
位
置
ず
け
が
、
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、

二
種
類
の
、
異
な
る
結
語
を
、
有
し
て
い
る
こ
と
の
、
理
由
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
、
第
四
話
（
藤
原
明
衡
朝
臣
、
若
時
行
女
許
語
）
に
、
注

目
し
て
み
た
い
。

　
こ
の
話
は
、
藤
原
明
衡
の
若
い
時
の
事
で
あ
る
。
明
衡
が
、
し
か
る

べ
き
所
に
、
宮
仕
え
し
て
い
る
女
房
の
所
に
、
通
っ
て
い
た
が
、
そ
の

女
の
局
に
は
入
っ
て
臥
す
の
を
、
嫌
い
、
近
く
の
下
衆
の
家
を
、
借
り

て
、
そ
の
寝
所
に
と
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
家
の
主
は
、
日
頃
か

ら
、
妻
の
行
状
を
あ
や
し
み
、
そ
の
日
は
、
遠
出
を
す
る
と
言
い
、
ひ

　
そ
か
に
帰
っ
て
、
家
の
様
了
を
み
て
い
た
。
そ
う
と
は
知
ら
ず
、
明
衡

　
が
ね
入
っ
た
頃
、
は
入
っ
て
き
て
、
明
衡
を
妻
の
相
手
と
間
違
え
て
、

　
投
ろ
そ
う
と
し
た
。
が
、
月
の
允
に
、
所
行
の
く
く
り
の
阻
が
、
目
に

　
は
入
り
、
指
匹
を
は
く
よ
う
な
、
高
貴
な
尺
加
、
自
分
の
妻
の
所
に
、

　
し
の
ん
で
く
る
は
ず
は
な
い
と
、
気
ず
い
て
、
命
を
助
か
っ
た
。
と
い

　
う
筋
で
あ
る
。
こ
の
粕
漬
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
然
ト
ハ
、
尺
ハ
忍
ブ
ト
云
ト
乍
。
賤
所
ナ
ド
ニ
ハ
立
寄
マ
ジ
キ
也
ケ

　
　
リ
ト
。
間
尺
七
云
ケ
万
世
シ
其
。
七
宿
世
″
報
也
。
不
死
ジ
キ
報

　
　
ノ
有
。
バ
ョ
と
賤
匹
下
前
ナ
。
ド
モ
　
然
思
ヒ
廻
セ
。
可
死
キ
報

　
　
有
マ
、
ｙ
カ
バ
、
思
ヒ
廻
ハ
事
モ
七
夕
突
殺
ヽ
ｙ
ナ
ア
ｙ
。

　
　
妖
で
バ
、
諸
″
事
皆
宿
報
ト
可
知
シ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヅ
ヅ
）

　
　
こ
の
説
話
は
、
下
衆
の
家
に
、
女
房
と
泊
っ
た
明
衡
が
、
殺
さ
れ
そ
う

　
に
な
っ
た
が
、
指
酉
の
く
く
り
の
倍
加
、
月
の
先
に
よ
っ
て
わ
か
り
、

　
や
き
命
を
、
助
か
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
結
話
加
、
「
然
ド
ハ
、
人

　
ハ
忍
フ
ト
云
ト
乍
、
賤
所
ナ
ド
ニ
ハ
立
寄
マ
ジ
キ
也
ケ
リ
ト
ゾ
聞
人
モ

　
云
ケ
ル
・
」
と
あ
り
、
教
訓
と
し
て
、
賤
し
き
所
に
は
、
立
ち
寄
ら
な

　
い
方
加
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
結
語
が
、
終
わ
れ
ば
、

’
明
衡
の
場
合
は
、
た
ま
た
ま
助
か
っ
た
が
、
常
に
、
そ
う
う
ま
く
い
く

　
も
の
で
は
、
な
い
か
ら
、
そ
ん
な
危
険
な
場
所
に
は
、
行
か
な
い
方
が

　
よ
い
。
と
い
う
教
訓
を
、
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
『
今
昔
』
の

　
遍
者
は
、
明
衡
の
助
か
っ
た
の
を
、
宿
報
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
男
が
、

　
躊
躇
し
た
の
も
、
宿
報
に
よ
る
の
で
あ
る
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
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説
話
は
、
已
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
（
二
十
九
、

明
衡
欲
合
映
事
）
と
、
同
源
の
説
話
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
を
み
る
と
、

　
思
か
け
ぬ
指
員
の
く
ゝ
り
の
徳
に
、
希
有
の
命
を
こ
そ
生
き
た
り
け

　
れ
ば
、
か
ゝ
れ
ば
、
人
は
忍
と
い
ひ
な
が
ら
、
あ
や
し
の
と
こ
ろ
に

　
は
、
た
ち
よ
る
ま
じ
き
な
り
。
（
ｍ
Ｐ
）

と
、
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
し
て
、
『
今
昔
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
ぶ
、

原
拠
と
な
る
説
話
は
、
内
容
を
、
よ
く
知
ら
な
い
場
所
に
は
、
近
ず
く

な
、
と
い
う
忠
告
を
、
含
ん
だ
、
教
訓
譚
と
し
て
、
取
り
扱
わ
れ
て
い

た
も
の
、
で
あ
ろ
う
。

(4)

　
以
上
、
の
べ
て
き
た
こ
と
よ
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
、
わ
か
る
。

　
①
巻
二
十
六
に
収
録
さ
れ
て
い
る
説
話
は
、
そ
の
成
立
の
頃
か
ら
、

　
　
宿
報
を
語
る
為
に
、
準
備
さ
れ
た
説
話
と
は
、
言
い
難
い
。

　
②
巻
二
十
六
中
の
各
説
話
は
、
結
語
を
よ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
宿
報

　
　
を
語
る
説
話
で
あ
る
と
、
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
て
、
そ
こ
で
改
め
て
、
最
初
に
の
べ
た
、
第
十
五
話
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
疑
問
は
、
よ
う
す
る
に
、
宿
報
譚
ら
し
く
な
い

も
の
が
、
な
ぜ
、
宿
帳
を
語
る
説
話
の
範
躊
の
中
に
、
と
り
入
れ
ら
れ
、

巻
二
十
六
に
は
い
っ
て
い
る
か
と
ご
百
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
①

②
の
ま
と
め
か
ら
も
、
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
す
こ
し
乱
暴
な
言
い

方
を
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
話
も
、
宿
報
譚
と
、
な
り
う
る
可
能
性
を
、

持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
第
四
話
の
、
結
語
の
、
中
の

　
諸
ノ
事
皆
宿
報
卜
可
知
シ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ

の
Ｔ
百
が
、
端
的
に
、
物
語
っ
て
い
る
。
十
五
話
を
、
そ
の
よ
う
な
意

図
で
、
み
る
と
、
例
え
ば
、
能
登
守
が
、
長
の
言
葉
を
、
伝
え
聞
い
て
、

金
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
宿
報
に
よ
る
、
と
い
う
風
に
理
解
す

れ
ば
、
（
そ
の
よ
う
な
結
語
を
つ
け
加
え
れ
ば
）
宿
報
譚
と
し
て
の
体
裁

を
、
備
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
様
の
こ
と
は
、
第
十
七
話
に
つ
い
て

も
、
言
え
よ
う
。
こ
の
話
は
、
茶
川
龍
之
介
の
『
芋
粥
』
の
題
材
と
し
て

も
、
有
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
和
仁
と
五
位
と
の
、
芋
粥
に
関
し
て
の

話
で
あ
る
。
五
位
が
、
労
せ
ず
し
て
、
芋
粥
を
食
べ
、
多
く
の
お
く
り

物
を
、
さ
れ
た
の
は
、
宿
報
に
よ
る
と
い
う
理
解
が
、
成
り
立
と
う
。

　
か
よ
り
見
方
で
、
巻
二
十
六
の
全
体
を
、
通
読
す
る
と
。
一
見
無
関
　
　
1
4

係
と
、
思
わ
れ
る
説
話
も
、
何
等
か
の
形
で
、
宿
報
譚
と
し
て
の
理
解

が
、
成
立
す
る
。
巻
二
十
六
に
、
収
め
ら
れ
て
い
る
各
説
話
は
、
以
上

の
よ
う
な
意
図
を
、
持
っ
て
、
宿
報
を
語
る
説
話
と
し
て
、
巻
中
に
、

収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
編
者
の
手
足
に
、
用
意
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
多
く

の
説
話
の
中
か
ら
、
ど
の
説
話
で
も
、
宿
報
譚
と
な
り
う
る
可
能
性
を

持
つ
、
に
も
か
ク
Ｐ
ら
ず
、
巻
二
十
六
に
あ
る
二
十
四
話
（
内
欠
コ
の

み
を
、
宿
報
を
語
る
説
話
と
し
て
、
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
、

明
ら
か
に
す
る
為
に
は
、
ま
ず
各
説
話
の
ど
こ
が
、
宿
縁
譚
と
な
り
う

る
か
を
、
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
第
一
話
―
鷲
に
さ
ら
わ
れ
た
が
、
助
か
り
、
父
子
が
再
会
し
た
点
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第
二
話
－
蕪
の
根
に
、
穴
を
穿
っ
て
婬
を
な
し
た
男
と
、
そ
れ
を
食

　
　
　
　
べ
、
懐
妊
し
た
（
男
子
出
産
）
女
と
の
結
び
つ
き

第
三
話
－
十
四
・
五
才
の
童
が
、
水
難
を
け
じ
め
色
々
な
災
難
に
、

　
　
　
　
あ
い
な
が
ら
、
結
局
助
か
る
点

第
四
話
－
明
衡
が
、
下
衆
の
家
で
女
と
蜜
会
し
、
殺
さ
れ
そ
う
に
な

　
　
　
　
っ
た
が
、
指
貫
の
く
ゝ
り
に
よ
っ
て
助
か
っ
た
点

第
五
話
－
子
供
が
、
継
母
の
命
令
に
よ
っ
て
、
穴
に
埋
め
ら
れ
る
が
、

　
　
　
　
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
点

第
六
話
－
　
欠
話

第
七
話
－
生
粋
を
求
め
る
猿
を
、
退
治
し
た
男
が
、
生
粋
に
な
る
は

　
　
　
　
す
の
娘
と
、
結
婚
し
た
。
そ
の
結
び
つ
き
。

第
八
話
－
憎
が
、
滝
の
裏
の
道
か
ら
、
通
じ
る
国
に
迷
い
込
み
、
そ

　
　
　
　
こ
の
娘
を
妻
に
し
、
生
贅
を
求
め
る
猿
を
、
退
治
す
る
点

第
九
話
－
蛇
を
助
け
、
娯
を
退
治
し
て
、
そ
の
蛇
の
お
さ
め
る
島
に

　
　
　
　
す
ん
だ
点

第
十
話
―
無
人
島
に
漂
着
し
た
兄
妹
が
、
夫
婦
と
な
り
、
そ
の
島
で

　
　
　
　
す
ご
し
た
点

第
十
一
話
－
蚕
を
食
べ
た
犬
の
鼻
か
ら
、
糸
が
出
て
き
た
こ
と
。
そ

　
　
　
　
　
れ
を
縁
に
し
て
、
別
れ
た
夫
婦
が
ノ
几
ど
お
り
に
な
っ

　
　
　
　
　
た

第
十
二
話
－
鳳
至
が
宝
の
帯
を
得
た
点

第
十
三
話
―
－
兵
衛
佐
を
し
て
い
た
男
が
、
雨
や
ど
り
の
家
で
、
銀
の

　
　
　
　
　
石
を
み
つ
け
て
、
幸
福
に
な
っ
た
点

　
第
ト
四
話
－
陸
肘
守
に
よ
っ
て
、
白
河
関
か
ら
、
し
め
出
さ
れ
た
男

　
　
　
　
　
　
が
、
川
辺
で
金
の
は
入
っ
た
壷
を
、
発
見
し
、
豊
か
に

　
　
　
　
　
　
な
っ
た
点

　
第
十
五
話
－
能
登
ノ
国
の
守
が
、
長
の
話
を
、
仄
聞
し
て
、
金
を
得

　
　
　
　
　
　
た
点

　
第
ト
六
話
－
水
干
と
替
え
て
得
た
王
の
価
が
、
次
々
と
高
く
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
い
く
の
を
、
持
主
の
宿
報
と
し
た
点

　
第
十
七
話
－
和
仁
に
連
れ
ら
れ
た
五
位
が
、
努
力
も
せ
ず
に
、
種
々

　
　
　
　
　
　
の
も
の
を
得
た
点

　
第
十
八
話
丿
観
硯
聖
人
が
、
家
に
関
人
し
た
公
人
を
助
け
、
そ
の
か

　
　
　
　
　
　
わ
り
に
、
山
中
で
饗
応
さ
れ
た
点

　
第
十
九
話
１
人
の
寿
命
は
、
前
世
の
因
縁
に
よ
る
と
い
う
例
話

　
第
二
十
話
－
犬
と
少
女
と
が
、
非
常
に
仲
の
悪
い
点

　
第
二
十
一
話
－
憎
が
山
中
で
、
女
を
懐
抱
し
て
、
そ
の
夫
に
鹿
と
間

　
　
　
　
　
　
違
え
ら
れ
て
、
殺
さ
れ
た
点

　
第
二
十
二
話
－
憎
が
妻
の
愛
人
と
、
間
違
え
ら
れ
て
殺
さ
れ
た
点

　
第
二
十
三
話
－
双
六
を
し
て
い
る
二
人
の
間
で
、
喧
嘩
に
な
り
、
弱

　
　
　
　
　
　
い
方
が
、
下
女
の
手
助
け
で
助
か
り
、
一
方
が
、
命
を

　
　
　
　
　
　
落
し
た
点

　
第
二
十
四
話
－
弟
が
兄
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
助
か
っ
た
。
弟
の
殺

　
　
　
　
　
　
意
も
、
兄
の
助
か
っ
た
の
も
宿
報

　
以
上
の
よ
う
に
、
整
理
し
て
、
各
説
話
を
、
見
直
す
と
、
現
世
を
中

心
と
し
た
、
人
知
の
み
で
は
、
納
得
で
き
る
説
明
の
、
し
よ
う
の
な
い
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出
来
事
が
、
と
り
扱
わ
れ
て
い
る
事
に
、
気
ず
く
。
例
え
ば
、
現
実
に

は
、
あ
り
そ
う
も
な
い
よ
う
な
、
不
思
議
な
こ
と
（
第
一
話
・
第
二
話

等
）
や
、
普
通
な
ら
、
当
然
死
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
危
険
に
、
出
あ
っ

た
の
だ
が
、
奇
跡
的
に
、
助
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
（
第
三
話
・
第
四
話

等
）
、
又
、
ふ
と
し
た
出
来
事
で
、
思
い
か
け
ず
に
、
幸
運
に
出
合
っ
た

り
し
た
こ
と
（
第
十
三
話
・
十
四
話
等
）
等
ヽ
そ
れ
ら
は
ヽ
な
ぜ
そ
シ

な
る
の
か
と
い
う
、
合
理
的
な
説
明
が
、
し
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
に
、
宿
報
と
し
て
の
意
識
を
、
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ

の
解
決
を
、
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
人
知
や
人
為
を
、
超
え

た
出
来
事
、
説
明
の
し
に
く
い
出
来
事
を
、
内
容
と
し
て
、
も
っ
て
い

る
よ
う
な
説
話
が
、
巻
二
十
六
に
、
宿
報
譚
と
し
て
、
選
ば
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

ま
と
め

　
　
『
今
昔
』
の
巻
二
十
六
に
、
「
宿
報
」
と
し
て
、
収
め
ら
れ
て
い
る
説

話
を
、
み
る
と
、
各
才
あ
る
出
来
事
に
対
し
て
、
宿
報
で
、
そ
う
な
る

の
で
あ
る
と
か
、
又
、
そ
う
あ
る
の
で
あ
る
と
か
、
結
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
『
今
昔
』
に
、
収
録
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
宿

報
を
語
る
と
い
う
、
意
図
を
、
持
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
収
録
す

る
時
に
、
そ
う
い
う
姿
勢
が
、
付
加
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
結

語
と
し
て
、
そ
の
事
が
、
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
出
来
事
の
、
発
端
や
経
過
や
、
又
、
結
末
等
に
つ

い
て
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
、
納
得
で
き
る
よ
う
な
説
明
を
、
す
る
こ

と
の
、
困
難
な
説
話
が
多
い
。
そ
の
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
と
、
い
う

と
こ
ろ
に
、
「
宿
報
」
と
い
う
考
え
方
を
、
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
別

の
見
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
世
の
道
理
で
は
、
解
決
で
き
な
い
も
の
を
、

宿
報
と
し
て
、
解
決
し
よ
う
と
、
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
出

来
事
が
、
説
明
し
に
く
い
程
、
宿
報
と
し
て
の
効
果
は
、
あ
が
る
と
も

言
え
よ
う
。
そ
こ
に
『
今
昔
』
の
遍
者
は
、
道
理
と
し
て
存
在
す
る
、
宿

世
の
果
報
を
、
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
註
〉
①
『
今
昔
』
の
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
頁

　
数
も
同
書
に
よ
る
、
以
下
の
『
今
昔
』
の
引
用
も
同
じ
。
真
数
の
み

　
を
、
本
文
の
末
尾
に
示
す
。

②
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に

　
よ
る
。
頁
数
も
同
書
に
よ
る
。

③
『
攻
澄
今
昔
物
語
集
』
（
芳
賀
矢
一
氏
）
等
で
指
摘

④
『
霊
異
記
』
の
引
用
は
、
古
典
全
書
（
朝
日
新
聞
社
）
に
よ
る
。

⑤
引
用
は
「
国
史
大
系
」
五
十
二
真

⑥
校
註
日
本
文
学
大
系

⑦
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
註
鐸
』
松
浦
貞
悛
氏
著
）
大
東
文
化
大
学

　
東
洋
研
究
所
刊
　
　
　
3
6
頁

⑧
傍
線
は
、
便
宜
上
私
的
に
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
傍
線
も
同

　
様
。
⑨
同
様
の
形
式
の
説
話
と
し
て
、
二
十
一
・
二
十
二
話
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
助
教
授
）
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